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 〈宮口〉  皆さん、おはようございます。
　今日は、分科会で表彰された方々の発表、そして皆
さんの勉強会ということで、もう少し気楽にやりま
しょう。今のところ雰囲気がちょっとかた過ぎるか
なと思います。
　時間もそんなにございません。今年は表彰団体が
多くて、ここにも 5 団体来ていただいています。とい
うわけで、早速、あいポート仙田さんから順番に発表
していただきたいと思います。時間がないので10分
程度ということなんですが、多少延びるのはしよう
がないかなと思います。その後、ひとつの発表が終わ
るごとにもし単純な質問がありましたら、その場で
受け付けます。せいぜいひとつかふたつです。そして
全体が終わったところで、会場の人から質問あるい
は意見、自分のところではこうなんだけれどもどう
かというような、やりとりをしていただきたいとい
うふうに思っています。
　私自身は、この中

な か

通
どおり

島
じ ま

というところへはなかなか
来る機会がありませんで、長年来たかった場所のひ
とつであります。昭和50年代に私のゼミの初期の女
子学生がこの島でご厄介になって、どこかの家に泊
めてもらって卒論を書いたりして、私はその卒論か
らしかこの島の知識がないんですけれども、そうい
う点で、今日ここにいられることをたいへん喜んで
おります。
　それでは、時間もございませんので、早速ご発表を
お願いしたいと思います。
　まず、株式会社あいポート仙田さん、よろしくお願
いしたいと思います。新潟県十日町市から来ていた
だきました。私、視察に参りまして、たいへん感銘を
受けた団体の方々でございます。それでは、よろしく
お願いします。

新潟県十日町市｜株式会社 あいポート仙田

著しく過疎・高齢化が進む中山間地区に誕生した
「新しい公共」が地区の生活を支える

取締役　長谷川　東

 〈長谷川〉  おはようございます。新潟県十日町市か
ら来ました、株式会社あいポート仙田の私、長谷川と
申します。今日は、市役所の職員 1 人と、社の者が社
長以下、私と部長と 3 人、計 4 人でお邪魔させても
らっております。
　それでは約10分で当社の活動を報告させてもらい
ます。
　当仙田地区の概要でございますが、 9 集落で、
273世帯で743人の人口でございます。歴史をひもと
いてみますと、昭和30年代、旧仙田村というのは
5,000人ほどの人口があったわけでございます。昨日
の長崎県さんの報告で、長崎県の離島はこの50年間
で50％ぐらいですか、人口が減ったということだっ
たんですが、私どもの仙田地区はこの50年間で85％
過疎化が進んでしまったというところでございま
す。しかしながら、昔からの主に農作業の共同作業に
みられるような強固なコミュニティが存在しており
ます。現在、地区の水田面積が180町

ちょう

歩
ぶ

、それから農
林水産省の直払い事業ということで137町歩ほど
やっております。この137町歩は、直払い事業がス
タートした時点から 9 集落が一緒になってひとつの
協定を結んでおります。これは全国的にも非常に珍
しいということで、この集落協定だけでもたびたび
農水省のモデル事業等に紹介されました。そこに写
真がありますが、これが仙田地区の代表的な風景で
ございまして、このような非常に条件の厳しいとこ
ろで我々は農作業をやっているわけでございます。
　地区の課題、これは、全国どこでも共通の課題なん
ですけれども、高齢、過疎化が進みますと、いろんな
問題が出ます。それが地域の活力低下を招き、さらに
またそれが問題を深くしていくというような負の連
鎖が止まらない状況です。
　我々の法人化を考えたスタートは、平成20年に、地
区で唯一の商業施設、Ａコープという農協の店舗か
ら閉鎖したいという申し出がありましてから、我々
地区として何とかしなければならないということ
で、話し合いを始めたわけです。我々のほうでは、過
疎、高齢化、特に高齢化の問題については、ちょっと
見方を変えてみようじゃないかというところから始
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まりました。なぜ高齢者が多いのか。もちろん若者が
いないから高齢化になっているわけですが、我々の
場合は、子供さんはほとんどみんな東京へ行ってし
まいますので、そういう子供さんたちが自分のじい
ちゃん、ばあちゃんに東京へ出て来いと言っている
のですが、なかなか行かないし、東京に行っても、4 、
5 年で戻って来てしまうという状況なんですね。こ
れはまたひとつの理屈があるんじゃないかというこ
とで、我々がいろいろ検討し、あるいは地区の状況を
鑑みますと、高齢者にとっては、むしろこういうとこ
ろのほうが生きやすいのではないだろうかという結
論に至ったわけです。
　なぜかと言いますと、特に農作業は高齢者でもで
きる仕事なんですね。一般的には、高齢化にしたがっ
てどんどん社会生活から離れていくわけですけれど
も、農作業という仕事によりまして社会との接点が
そこにできている。つまり、自分が80歳、90歳になっ
ても生きているあかしになっているんじゃないだろ
うかという結論に至ったわけなのです。これは、見方
として非常に大事な点で、今でも会社の基本方針に
なっています。そのようなことで、高齢化という現象
だけを見るのではなくて、その中身をもう一回見て
みようというところからスタートいたしました。
　しかしながら、高齢化に伴って、マンパワーといい
ますか、手が不足し、多くのことができなくなってま
いります。その部分が、皆さんの生活不安になってい
るということになりまして、それで、これからは私ど
もでいろんなことをやらなければいけないだろうと
いうことで、当初からＮＰＯやボランティアという
ことは考えないで、最初から会社方式であらゆるこ
とをやっていこうということになりました。
　先ほど言いました、マンパワー、手を確保するため
の会社の必要性なんですけれども、我々は地域の性

格として、さっきも言いましたように、一番大事な、
生きているあかしは農作業でございますので、農家
の方に体が動く限り農作業をやってもらおうという
方針です。できるだけ法人をつくって、農地を集積し
てコストを下げ、競争力のある強い農業をつくり上
げていこうというのが、今の国の政策でございます
けれども、私どもは全くその反対でございます。農業
生産法人はつくりましたが、農家の方に水田を集積
します、いわゆる水田を出してくださいとは一言も
言っておりません。そのかわり、皆さんには田んぼの
中で倒れるまで頑張ってもらいたい、もし、あなたが
田んぼで倒れたら、その後は私どもの会社が責任を
持って引き受けますというような方針を説明させて
もらっております。
　会社として我々が一番大事にしているのは、透明
な経営をするということでございまして、山間地の
農民の方は意外に疑心暗鬼なんですね。あの会社は
もうかっているのか損しているのか、よくわからな
いと陰でこそこそ言う傾向があるんですね。したが
いまして、一般の株式会社は株主さんなどに決算や
予算を報告するのは当然でございますが、私どもの
株式会社は地区民全員に会社の決算を全て報告させ
てもらっております。地区の方が、うちの会社がどの
くらいもうかっているか損しているか、常にわかる
ような体制にしております。
　それから、この会社をつくるときに、各集落で説明
会を17回やったんですけれども、ほとんどの集落の
方は、それはいいことだ、ぜひやってほしいというこ
とを言うんですが、では具体的に出資をお願いでき
ませんかと我々が言うと、だいたい断られました。
9 集落の説明会で一番多かったのは、倒産したらど
うすんだという質問なんですね。きっと皆さんの地
区でもそういう説明をすると、この話が必ず出ると
思うのですが、いかに農家の方が保守的といいます
か、なかなか一歩が踏み出せない、そういう質問だっ
たかと思います。そのときは、「私どもは会社をつく
るという説明に回っているので、今は倒産のことな
んて考えていません」ということで逃げていたんで
すけれども、ほとんど全ての集落で、倒産したらどう
なるんだという質問が出ました。
　このイラストが、先ほど申しました私どもの一番
基本的な事項を説明したものです。下のほうに描い
てありますが、今の国の農政は、競争力をつける、コ
ストを下げる、効率を求める、そういう農産物のほう
の観点が主だろうと私は思います。しかしながら、そ
れが山間地、高齢化地区に当てはまるかというと、私
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どもは決してそうは思いません。何回も言うようで
すけれども、山間地などは農作業を生きがいとして
やっているわけですので、農民の立場に立ち、農作業
を生きがいとして、あるいは福祉として考えるべき
だというのが私どもの会社の持論です。
　そして、法人をつくり、今、 3 つの柱を立てて活動
をしております。そこに書いてありますように、活性
化というのは、決して若者が来ること、若者が活躍す
ることだけではないだろう、高齢化した皆さんが不
安なく生活できる、生きていけることも大事な活性
化ではないか、そういうことで 3 つの柱をつくって
いるわけです。 1 番目は農作業の支援、それから 2
番目が高齢者の生活支援、 3 番目が地区の生活環境
の支援ということです。これを具体的に説明させて
もらいます。
　あいポート仙田は平成22年 3 月 1 日に設立いたし
ました。「あい」は愛するのラブなんですが、ポートと
いうのは基地、港という意味です。したがいまして、
愛のある仙田の基地になりたいという意味なんです
が、これは実は、こういうイベント用の表向きの建前
でございまして、裏の意味は、「あ」から始まる社名な
ら電話帳やインターネットの検索に引っかかるん
じゃなかろうかという非常にずるい考えで、こうい
う名称にしたんですね。（笑）

　現在の私どもの会社でございますが、役員が代表
のほかに取締役 5 人、監査役が 1 人です。それから、
17回の 9 集落の説明で、結局、株主として応じていた
だきましたのは15人でございました。1 反

た ん

歩
ぶ

（10アー
ル）当たり 1 万円の出資金をお願いいたしまして、集
まった金額は114万8,000円で、これでスタートさせ
てもらいました。15人で、このうち役員が 7 人です
から、実際には一般の方で出資に賛同した方は、ほん

とうに 7 、 8 人しかいなかったんですね。それでス
タートさせてもらったということです。
　現在の田んぼの集積面積ですけれども、約10町歩
です。先ほどの説明の中で言ったように、私どもは集
積のために農家の方に田んぼを出せとは言っており
ませんので、農業生産法人としてはものすごく規模
の小さな経営を行っています。これについては農業
委員会や県のほうからも、もうちょっと何とかなら
ないかと常に指導をもらっているところです。我々
は反旗を翻している関係上、水田はあまり増えてお
りませんが、毎年少しずつ農家の方が死んでいきま
すので、少しずつ増えています。
　現在、従業員は正社員が 4 人、パートが 6 人、専従
役員が 2 人ということで、12人で会社を切り盛りし
ておりまして、売上高が平成24年度、昨年度が4,353
万円でございました。
　これが私どもの定款です。今、設立から 4 年目なん
ですけれども、丸印がついているのが定款の中で実
施してきた事業です。私ども株式会社ですので、定款
にないことは営業できないわけですが、当初からや
らなければならないことがいっぱいありましたの
で、ずらずらと定款に入れてしまったんですね。それ
をまとめたのがこれなんです。農業から食堂からい
ろんなことをやっておりまして、非常に多岐に及ん
でいるというのが当社の特徴です。
　これが会社の目的で、今日一番訴えたいところな
んですけれども、山間地では誰か便利屋になってい
ないと、世話役になっていないと私どもはだめだと
思っているんです。さっき言いましたように、過疎が
激しくなってきまして、行政施設はひとつもござい
ませんし、農協の組織もひとつもありません。そうい
う中で、誰が残った地区の面倒を見るかというのが
どこも共通した課題だと思うんですけれども、それ
を我々が担っています。我々は地区マネジメント法
人と言っているんですけれども、何でもかんでも
やってしまう、そういう法人にしたいと思っており
ます。
　具体的には、例えば今年、私ども新潟県では夏に天
候不良だったものですから、稲の生育管理が非常に
難しかったのですが、農家の方は常に我々の会社に
来て、今年の稲刈りはいつごろからやったらいいか
とか、こういうときの農薬は何を使ったらいいのか
という相談に見えます。それから、一昨年、当地方は
非常に大雨で災害が多かったんですけれども、十日
町市にそれに対する充実した補助制度をつくっても
らいました。そういう補助制度をもらうにあたって
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は、田んぼが崩れたところの地図と写真を添付して
申請書を市役所に出すようにというおふれが出るわ
けですが、80歳、90歳の農家の方が申請書に地図や
写真を貼って提出できるわけがないんです。だから、
そういうのは農家の方がみんな私どものところに
持ってきて、何とかしてほしいということでお手伝
いをさせてもらっています。
　このように我々は時には農協になったり、時には
市役所になったり、非常に広範な業務をやっている
ところです。
　これは、私が今ほど述べました現在の業務をず
らっと書いたものですので、後でまた優良事例表彰
パンフレットを見ていただきたいと思います。下の
ほうにちらっとありますように、高齢者の屋根雪の
除雪、これが非常に多くの皆様から感謝の声をいた
だいているところです。
　それから、現在の業務でございますが、昨年、私ど
もは道の駅の「仙田体験交流館」の指定管理者になり
まして、そこで地区の買い物難民を解消するために
店舗をオープンさせてもらいました。これも高齢者
の憩いの場になっておりまして、買い物じゃなくて
も、そこに高齢者が集まれるような場所づくりをし
ております。
　課題としましては、資金難だとか人材難、いろいろ
あります。私どものような地区の相談役は金になら
ないことばかりやっておりまして、これをぜひとも、
将来的には国や県のほうで制度化してもらいたいな
と感じているところです。
　今までの設立からの事業の経過をまとめさせても
らいましたので、本日配布の資料をご覧いただきた
いと思います。これが、今の我々の会社の総員です。
12人プラス社長が写っておりますが、これからもま
た地区のマネジメント法人を目指して、みんなで頑
張りたいと思いますので、皆さんからもぜひ、ご支援
をお願いしたいと思います。
　ご静聴、ありがとうございました。

 〈宮口〉  はい、どうもありがとうございました。
　単純な質問があれば、ひとつだけ受け付けますが、
今ありますか。

 〈質問者〉  株式会社にされた理由というのは。

 〈長谷川〉  当地区には山のような課題があって、例
えば、農作業だけだとか店舗をやるだけだとか、そう
いうものでは賄いきれない、ありとあらゆるものを

やらなければならないというのがありましたので、
当初から株式会社ということで狙いを定めました。
　それから、長続きさせたいというのがありまして。
そのためには、従業員や役員がある程度もうけるこ
とを念頭に置かなければなかなか長続きしない、一
種のボランティア精神のようなものだと、どうして
も私は事業として長続きしないと思っています。以
上です。

 〈宮口〉  どうもありがとうございました。
　私、昨日の講評で、新たな公という言葉を随分使い
ましたけれども、それの典型かなと思います。地域の
マネジメント法人、それから、いつでも作業を引き受
けますというのはすごいですね。田んぼは、いつ倒れ
ても我々がやります。だから、収穫までの作業が心配
な人でも春に作業が始められるわけです。
　それでは続けて、江津市の方、発表をお願いいたし
ます。

島根県｜江津市

Go−con（ごうつビジネスプランコンテスト）で若者
のチャレンジを応援！ ～過疎地域の課題解決型
ビジネスの創業を支援するまち～

課長補佐　中川　　哉

 〈中川〉  島根県江津市政策企画課の中川です。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　それでは、昨日、総務大臣賞をいただきました、

「Go−con（ごうつビジネスプランコンテスト）で若
者のチャレンジを応援！」という私どもの取り組み
をご紹介したいと思います。
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　まず導入といたしまして、本市の概要、それからこ
の取り組みを導入した経緯などご紹介した後で事業
説明に入りたいと思います。
　私ども江津市は、東西に長い島根県の中央やや西
寄りに位置しておりまして、平成16年10月 1 日に 1
市 1 町によります市町村合併をいたしました。それ
でも現在、人口 3 万人を切っておりまして、 2 万
5,000人余りという、中国地方管内でも最も人口規模
の小さい市となっております。これが私どもの地域
資源でして、見ていただきますと、どれと言って全国
的にメジャーな観光地などもないのですが、このよ
うに非常に資源に恵まれて、ポテンシャルは高いと
認識しております。
　地域特性は、江津市は、実は日本海側に平坦地とい
うのが 2 割程度しかございませんで、この 2 割のと
ころに人口の約 8 割が居住しております。そして、商
工業が集積しているわけですけれども、残りの斜線
部の 8 割のところが自然は豊かなんですが、非常に
過疎化、高齢化が進んでおります。厳しい地域となっ
ております。
　本市の人口と高齢化率の推移なんですが、ご多分
に漏れず人口は右肩下がり、高齢化率は右肩上がり
ということで、合併後、本市の定住対策というのが最
重要課題になりました。その定住施策として、まず第
一番に取り組みましたのが、全国に先駆けてＵＩ
ターンを促進する空き家活用事業ということで、空
き家活用の仕組みづくりをいたしました。これはす
ぐ軌道に乗りました。本市の定住相談の窓口は、働く
ところ、空き家の紹介ができるというのと無料職業
紹介ができるというのが売りでございましたけれど
も、実はリーマンショック以降、市内の求人が激減い
たしまして、非常に苦戦いたします。住むところは紹
介できても、働くところが紹介できないという状況
が出てまいりました。はて困ったなということで、少
し考え方を変えまして、働くところがないのであれ
ば、働くところをつくり出す人材を誘致しようとい
うことで、このビジネスプランコンテストをスター
トいたしました。
　ただ、このビジネスプランコンテスト、冒頭ご紹介
しましたように、人口 2 万5,000人です。非常に消費
のパイが小さい中で、営利目的のビジネスを誘致す
ることをほんとうに行政がやっていいのだろうか
と、必要性があるだろうかということがありました。
そこで、私ども過疎地域が抱える非常に多くの課題、
行政のみで抱えきれない課題、これを一緒になって
解決してくれる人材あるいは企業を誘致するという

方針で、全国公募いたしますときに、テーマを過疎地
域の課題解決型のソーシャルビジネスもしくは地域
資源活用型のコミュニティビジネスといたしまして
募集をし、ＵＩターン企業というキーワードで取り
組みをスタートいたします。
　コンテストは結構本格的で、一次審査は書類審査
ですけれども、二次審査は公開プレゼンテーション
方式の審査会で受賞者を決定いたします。この一連
の流れは、私ども行政だけでなく、実は商工会議所、
青年会議所、それから今年から日本海信用金庫さん
などの 6 機関が一緒になって、ずっとこういった
フォローアップ作業をしていく、創業者の支援をし
ていくという流れになっております。

　募集方法です。 1 番目あたりはよくある方法なの
ですが、おもしろいところとしては、都市部にいる島
根に帰りたいという若者のところへ直接アナウンス
活動に出かけます。そうしますと、江津市でこんなお
もしろいことをやっているよ、こんな若者の動きが
あるんだよということで、ちょっと帰ってみようか
な、コンテストに出してみようかなという動きがご
ざいます。応募者、それから受賞の状況なんですけれ
ども、2010年からスタートして、毎年20名から25名
程度、このとおり受賞者が決定しております。今年は
ちょっと少なくて11名程度の募集がありまして、一
次審査会が終わり、二次審査会が12月15日にござい
ます。
　こういう形で公開プレゼンテーションをいたしま
す。今年も12月15日に二次審査会がございますので、
ぜひ、機会がありましたらいらしてください。受賞者
には、活動費として賞金100万円が出ます。
　コンテストの大きな成果としましては、この取り
組みを契機に、翌年度、ＮＰＯ法人てごねっと石見と

135



いう組織ができました。若者の創業や挑戦を支援す
る組織です。それから、先ほどご紹介しました 6 機関
は、今まで同じ目的を持っていながらばらばらに動
いていたのですが、一体的に連携しながら創業者、そ
れから地域プロデューサー人材を輩出するようにな
りました。最終的に一番下に書いておりますように、
起業や地域おこしをしたいという若者のネットワー
クができつつあります。挑戦する若者を支援する町
という気運ができつつあります。
　この取り組みをきっかけにできたＮＰＯ法人の組
織です。これは理事ですね、企業の経営者などを中心
に、教育者などもおられます。メーンスタッフは、こ
こに紹介しております20代、30代の若いスタッフが
地域プロデューサーということで、企画から運営ま
での活動をしてくれております。こういった各部立
てにして活動をしております。
　活動拠点なんですが、私どもの玄関口の駅前の商
店街が空洞化しておりまして、こういった空き店舗
がいっぱいあったのですが、その中から、日本海信用
金庫さんが、この活動はおもしろい、応援しますよと
いうことで、無償で空き店舗を貸してくださいまし
て、ここが駅前基地という拠点になっております。
1 階はこのようにてごねっとのスタッフが活動して
いるんですけれども、 2 階をインキュベーション
ルームにしまして、こういうふうに若者が貸しオ
フィスということで活動していましたが、みんな卒
業して独立起業いたしました。
　最後に受賞者のその後ということで、簡単に紹介
して終わりたいと思います。まず、2010年と2011年
の地域プロデューサー人材ということで、この田中
さんと三浦さんというお 2 人が受賞者です。この 2
人は実はてごねっとのメーンスタッフとして活動を
してくれております。いろんなこういったコンテス
トなどの運営も彼らが中心になってやっておりま
す。同じく2010年に受賞しました、創業型の受賞者で
すけれども、地元の桑茶生産組合という企業とコラ
ボいたしまして、桑の実のこういったグミの商品を
開発し、もう販売が始まっております。2011年の受
賞者、この方は多田さんという方で、食と農と人が交
わる場所づくりということで、「風のえんがわ」とい
う農家レストランを古民家を活用して既にオープン
されまして、いろんな交流イベントをやっていただ
いております。昨年の受賞者、平下さんは、今年、デザ
イン事務所の合同会社を設立し、法人化までいきま
した。空き家、空き店舗をリノベーションして、低コ
ストでおしゃれな江津の住環境を提案しますという

デザイン事務所です。これは事務所の風景なんです
が、すごくかっこいいんですよ。空きビルでぼろぼろ
なんですけれども、中はこんなおしゃれな感じです。
　では、どういうふうに 6 機関が一緒になって、彼の
起業を支援したかという流れですけれども、県や市
の補助金なども使いながら、最終的に法人化しまし
たので、日本海信金さんがこの取り組みのためにつ
くってくれた無担保の融資制度を使って、これを資
金にいたしまして、現在、 4 人の社員を抱えて大忙
しです。こちらへＵターンして帰ったのが、2011年
ですから、ものすごいスピードです。こういった支援
者等がいて、うまくサポートすれば法人化までいく
という好事例ではないかと思っております。
　こうした受賞者とか、さっきのＮＰＯの若いス
タッフが刺激になりまして、キーマンとなりまして、
市内の若者たちがどんどん起業を始めたんです。特
に江津の駅前は、今、再開発中で、商店街の活性化施
策を市でやっているんですが、昨年から今年にかけ
て、こういうふうに空き店舗活用が11件ぐらいあっ
て、雇用はたぶん30人ぐらいに上っています。小さく
てもこつこつ雇用をつくりましょうというのがうち
の考え方ですので、こういうふうに既にいろいろな
動きが出てきております。
　江津市のこういったビジネスプランコンテストの
取り組みをモデルにいたしまして、島根県さんや県
内の市町村、それから金融機関なども、こういったビ
ジネスプランコンテストや創業塾をやっておられま
す。島根県というのは、ご存じのように、定住対策で
かなり先進県だと思っておりますけれども、誰でも
かれでも来てくださいという定住から、うちの町は
こういう人材が欲しいから、こういう人材来てくだ
さいという定住対策にだんだん移行しております。
そういうきっかけにもなりました。
　最後です。人材が今、人材を連れてくる町になりつ
つある。今、江津の若者がこのようにいろんな動きを
して熱いということで、これからもこういった取り
組みをさらにバージョンアップしていきたいと考え
ております。
　以上です。ありがとうございました。

 〈宮口〉  はい、ありがとうございました。
　ただいまの発表で12分です。たいへん時間を節約
していただいて、ありがとうございました。どなた
か、単純な質問がありましたらどうぞ。よろしいか
な。それではまた後で、意見交換のときにいろいろよ
ろしくお願いしたいと思います。
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　江津市ではビジネスプランが多く提示され、そし
てＮＰＯが核になって、次から次と新しい企業が生
まれているということでした。
　それでは続きまして、会津山都そば協会の皆さん、
よろしく準備をお願いしたいと思います。

福島県喜多方市｜会津山都そば協会

「そば」で繋いだまちづくり

会長　鈴木　　勝　　会員　秋庭　千可子

 〈鈴木〉  福島県の喜多方市というところから参りま
した。位置図については資料のほうに入っておりま
す。いずれにしても、わざわざ足を運ばないと行く用
がない場所です。八重の桜で、今年、脚光を浴びてお
りました会津若松市から40分から50分ぐらいかかる
位置になります。北は新潟県、山形県に接しておりま
す。そんなところで、非常に条件的には悪い場所です。
　そばの里をつくろうよと言い始めたのが昭和50年
代の後半です。そのきっかけとなっているのが、歴代
の県知事が無類のそば好きでして、会津に来れば、絶
対宮古という地区に行って、そばを食べてくれた。ま
た、県の部長クラスが来ると一緒に行って食べた。県
庁の上層部が、一度は宮古に行ってそばを食べて来
ないと県庁の会議で置いていかれるというところま
で、そばの人気が高まっていたのが、昭和50年代の後
半です。国の役人も当然、何かあると間違いなく昼飯
は宮古という地区に行って、昼飯を食べる。
　ほんとうに多くの人に、うまいそばを食べても
らったというのがあって、そこで商工会の青年部の
人たちが、このそばを何とか生かせないかというこ

とで、じゃあ、そば祭りをやったらどうだということ
になりました。
　これは全国でも先駆けのイベントだと思います。
なぜかというと、そばというのは非常に傷みが激し
いんです。打って何時間かすると味が落ちてしまう
という微妙な食べ物で、当然、打ち終えて 3 日、 4 日
後に食べるというわけにはいきません。足が早いか
らこそ、打ちたてをこの会場に来て食べてもらうこ
とを売りにすることにしました。そして、目標を立て
ました。 2 日で 4 ステージやって、500人ずつ入っ
ていただいて、飲み放題・食べ放題で、2,000枚チ
ケットを売ろうと。当然、売れるわけがないですよね。
　そこで、どんな方法をとったかというと、実行委員
本人あるいは商工会の理事の人、役員の人、そういっ
た人に10枚、20枚ずつお願いするわけです。そうす
ると、そのチケットを何とか消化しなければならな
いという義務が出てくるわけで、 3 年経ったら、も
うやめようよという話になりました。そんなわけに
はいかない。私は 4 年目から入ったんで、あと 3 年頑
張ろうよと。私は全く商工会とは関係ない人間で、あ
と 3 年頑張ろう、それでだめだったら私も諦めます
ということになりました。
　そんなことをしている間に、ここでそばの里づく
りというのが構想として出てきて、会津山都そば協
会が設立されました。そのころには、売れないチケッ
トにプレミアがつくというぐらいになりました。発
売から 2 日か 3 日で2,000枚がなくなりました。要す
るに、バブルの絶頂期ですからチケットの取り合い
が始まるわけです。大きな会社が買い占めて接待に
使うんですよ。とにかく、ほかの手法ではチケットが
手に入らないというところまでいって、それと同時
に、売れるようになると、当然、玄そばが足りないと、
作付を増やせということになりました。そうこうし
ているうちに、お客さんがどんどん来るようになっ
て、農家そば屋のような一般の民家を開放したそば
屋さんが26店舗ぐらいになりました。この26店舗の
ほとんどが税務指導を受けております。
　その後に、焼酎ですとかスイーツですとか加工品
の開発なんかも始まりました。そして、今は、人材の
育成というところに至っております。
　ご多分に漏れず、高齢化が始まっていますので、先
ほどの新潟の会社の方が言われましたように、死ん
だら私が引き受けるという作戦と一緒です。ただ、こ
ちらはのれんを張った営業店ですから、なかなか俺
が引き受けるというわけにもいかないんですよね。
長いこと病気になってしまえば営業できなくなるこ
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ともあるので、今、そこのところをどうやってうまく
継承したらいいのかというのが正直なところです。
　最初、行政は、おまえたちが勝手にやっているんだ
から補助金は出さないよという姿勢でした。そば祭
りについては、例えば20％とか30％という補助金は
一切ございません。お客さんからいただいたチケッ
ト代で全てを賄うというのが、私たちのそば祭りに
対する考え方です。そうこうしているうちに、行政
も、もうちょっとてこ入れしてやりたいなというこ
とで、在来種の保護や栽培面積の拡大を図る事業、あ
と画期的であったのは、汎用のコンバインの導入で
面積が倍増したことです。その辺が山都のそばに
とっては重要なポイントだったと思います。
　平成 6 年に、「飯

い い

豊
で

とそばの里センター」のオープ
ンというのがあるのですが、このこけら落としに、第
1 回日本新そば祭りin会津というのをやりました。
これは11日間のロングランで、 2 万5,000人ぐらい
のお客さんがおいでになりました。土日は3,000台か
ら4,000台の車で数キロにわたる渋滞が起きます。歴
史上、山都で渋滞が起きたのはたぶんこのときだけ
だろう、あとはそんなことはないだろうというぐら
いお客さんが来てくれました。これで、一躍そばの業
界の表舞台に顔を出したということになります。

　 7 年、 8 年に関連施設がオープンしまして、12年
に雪室というのをつくっていただきました。山都も、
新潟県ほどではないですけれども、豪雪地帯に入り
ますので、その雪を利用して、建物の 3 分の 1 ぐらい
に500トンほどの雪をロータリー車で詰め込んで、そ
れを冷媒にして、右下にあるように、玄そばを全部こ
ういう状態で保存をします。ただ保存をするんじゃ
なくて、入れておくことによって低温効果が作用し
まして、おいしくなります。間違いなくおいしくなり

ます。私が言うのではなくて、食べたお客さんが言っ
ていますから、たぶん間違いないと思います。
　30年やってきて、これから先、あと10年のスパン、
20年のスパンで何を考えるのかなというところに、
今、差しかかっています。そばを打てることは当然な
のですが、若い人を育てないとだめだろうというこ
とで、平成19年に「蕎

きょう

道
ど う

館
か ん

」という名前のそば道場を
自前でつくりました。これは、建物は市のものをお借
りしているんですが、改装経費やら何やらで、 2 、
300万かかったのかな。これは自前でやりました。あ
と女性の活躍の場ということで、商工会の女性部を
中心に、「かあちゃんたちのそば祭り」というのも 5
年ほど前から始まっております。私どもの町に唯一、
県立の農業高校がありまして、そこの生徒さんたち
にもそば打ちをしてもらっております。この 4 月で
したか、東京でそば打ち甲子園というのがあって、そ
こに 4 人の生徒が参加しましたが、賞はもらえな
かったので、「 4 位かな」などと言って帰ってきまし
たけれども、そんなことをやっております。
　これが、高校生がそば打ちをやっているところで
す。若者にこうやって技術を継承できるというのは、
今まで30年間私たちが活動してきた、ある意味で集
大成かなと思っております。

 〈秋庭〉  山都町は今、人口3,500人ですが、Ｉターン
がものすごく多いです。行政が誘致するのではなく
て、20年前から勝手に来て、居ついていくんです。今、
いろいろ震災があったりで出入りがありましたけ
ど、100人近くおります。毎年10名ぐらいが来て、住
もうか住むまいかと一年間見ていくんです。
　私も、13年前に東京から移住してまいりまして、
本来、農業をやりたくて来たのですが、そば打ちがお
もしろくて、ずっとかかわらせていただいています。
ばか者とよそ者と若者が地域おこしに必要だとよく
言われますけど、こういうばか者がおりまして、私の
ようなよそ者がおりまして、あとは若いメンバーが
おります。Ｉターンは、東大や京大、筑波大なんかの
出身者がどんどん来るんです。そして、勝手にやって
いる。地域としても特に奨励して支援をするのでは
ないんだけれども、この町がおもしろいと言って来
てくれる。
　町に喫茶店がなかったものですから、私が 3 年半
ほど前につくってやっているんですけれども、そこ
をみんなが集まる情報発信の場にしています。です
から、全部自前でやっているというのが、山都町の特
徴かなと思います。よそ者、変わったメンバーを受け
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入れる土壌があることでやっております。よろしく
お願いいたします。

 〈宮口〉  ありがとうございました。
　何か、質問がありましたらどうぞ。よろしいです
か。それでは後ほど、またお願いをしたいと思いま
す。ともかく、30年近く毎年毎年、そば祭りをやって
こられた。すごいですね。外から入ってくる人も多い
というお話でした。
　それでは続きまして、ご当地、若松ふるさと塾の皆
さん、よろしくお願いしたいと思います。

長崎県新上五島町｜若松ふるさと塾

“自ら考え自ら動く” 継続する情熱で地域に元気を

塾生　荒木　純次

 〈荒木〉  若松ふるさと塾の荒木です。
　今日は、皆さん、遠いところをありがとうございま
す。高いところからお礼を申し上げます。若松ふるさ
と塾の活動内容や設立などについてお話していきた
いと思います。
　設立は昭和62年11月で、メンバーは総勢15人です。
男性が14名、女性が 1 名、平均年齢が42歳です。設立
のきっかけは、昭和62年に開催された長崎県の事業、

「上五島地域島おこし大学」を 6 名が受講したこと
で、彼らが塾を立ち上げます。塾では、時代にあわせ
てふるさとを耕し、常に情熱を持って暮らせる町、生
き生きとした元気な町をデザインしていくという
モットーを掲げて活動しています。
　24年度の実施事業です。いっぱいありますが、「町
いっぱいに鯉のぼり」「みんな集まれ！無人島体験」

「サマーフェスティバルinわかまつ」「どてらい市」
「若松きらきらプロジェクト」「あなたの家にサンタ
がやってくる」「若松瀬戸磯釣り大会」などです。
　まず、「町いっぱいに鯉のぼり」は、皆さんから鯉の
ぼりをいただいて、地元の若松小学校に掲げるよう
にしています。学校の運動会があるんですけど、その
ときまでこういうふうに掲げています。
　次に、「みんな集まれ！無人島体験」です。これはヤ
フーで無人島体験と検索すると、 8 年ぐらい前です
か、 2 週間トップに出ていました。千葉県などから
も問い合わせがありましたけど、皆さん仕事をして
いるものですから、60名で来られるとちょっと難し

くて、お断りしたことがあります。こういうふうにみ
んなで行って、薪集め、テント張りをして、それから
食材を自分たちで持ってきて料理いたします。
　子供たちも磯で遊ぶことがないと思いますので、
こうやって岩をつたって渡る方法とかを教えていま
す。そして、食材をその場で自給しなくてはいけませ
んので、これは長崎から来た子供ですけど、ミズイカ
を釣って刺身にして食べました。そこで釣った魚で
料理の体験をさせます。こういうふうに料理もさせ
ます。これはサザエ御飯を炊いたときですけど、ちゃ
んと炊けているかどうかを皆さんにお披露目してい
るところです。自然の中で食べる御飯はおいしいも
ので、皆さんに喜んでもらっています。大人の方もた
いへん喜んでいます。
　上五島にはキリシタン洞窟といって、名前は載っ
ているんだけれども、船でしか行けないところがあ
ります。こういうふうに明治時代初期にキリシタン
が隠れ住んだ地区なんですけど、そこの探検をして
いる状況です。これがそのときの記念写真です。これ
は、ちょうど干潮でしたので、陸から150メートルぐ
らい離れたところにポツンと岩礁があるんですね、
そこに立ったときの写真です。それと若松には海中
公園がございますので、そこに行ったときの写真で
す。これが船で狭いところを走っているところで、爽
快です。
　そして、「サマーフェスティバルinわかまつ」です。
これは、 8 月11、12日に実施しました。11、12日と
いうのは盆が間近ですのでたいへん忙しいのです
が、帰省客のために12日と定めて皆さん一生懸命
やっています。上五島一のイベントではないかと自
負しております。
　これは地元の中学生の演奏です。これは、怪獣対
ヒーローショーなんですけど、この衣装は全部自分
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たちでつくって、プロデュース的にも言葉を五島弁
でしゃべってたいへん受けております。サマーフェ
スティバルの中のイベントとして、ペーロン大会も
行っております。
　「どてらい市」、これはふるさと塾を創設したとき
の旗上げのイベントとして行って、それ以来続いて
おります。これは魚のつかみ取りを行っております。
そして、餅つき大会、靴飛ばし大会をやっている状
況。これは123キロのマグロの解体ショーを行ってお
ります。これは、餅投げです。さっき餅をついていた
写真がありましたけど、そういうふうに餅をついた
り、餅投げをします。

　「若松きらきらプロジェクト」です。これは、11月
の後半からクリスマス、正月 5 日ぐらいまで、地元の
公園に、こういうふうに模様を変えながら毎年イル
ミネーションを飾っております。
　それから、「あなたの家にサンタがやってくる」。こ
れは、サンタクロースがいないというのは皆さんわ
かりますけど、親御さんからプレゼントを預かって、
私たち塾生が夜に子供たちへプレゼントを持って回
るというイベントを行いました。その状況です。それ
で一度、病院に入院しているおばあちゃんのところ
に持っていったら、おばあちゃんよりもそこの看護
婦さんがたいへん感動したということがありました。
　それから、「若松瀬戸磯釣り大会」。皆さん、地図を
見たらわかるんですけど、若松瀬戸は入り江が結構
複雑になっておりまして、魚のよく釣れるところで
す。そこで磯釣り大会を開催しています。クロ 3 匹の
重量で競います。それからこれは大物賞で、5 ～ 6キ
ロのタイを釣ったときの状況です。
　若松ふるさと塾の 5 か条です。まちを愛する「心」
こそ資源、足元を見つめ直す、同じ土俵に上がって汗

を流す、感謝の心を忘れない、子どもや孫に伝えるま
ちづくり。
　親の責任として、疲弊しているふるさとをただ
黙って見ているだけの傍観者になりたくないという
ことで、五島弁で言うと、「父ちゃんや母ちゃんはこ
がんになるまでなんもせんやったっか」と言われな
いように頑張ってきたつもりでおります。少しでも
すばらしいふるさとを子供たちにと思っておりま
す。この町が好きですから、常に情熱を持ち、やるか
らには自分たちも楽しくなければならないという信
念でやってきました。
　塾を立ち上げて27年、私が32歳のときでした。その
とき、今日は仕事で出席できなかった深浦塾長が小
学校 6 年生でした。みんなで楽しくやってきて、27
年間続いたのだと思っております。住んでいる若松、
上五島が大好きです。これからも愛する思いで活動
を継続していきたいと思います。あと 3 年で30年で
す。みんなでお祝いしたいと思います。
　どうもありがとうございました。

 〈宮口〉  どうもありがとうございました。
　何か質問はないでしょうか。今、伺っていて、あれ
だけのことをやられるのに、相当お金がかかるん
じゃないかと思ったのですが、そのあたりはどうい
うふうになさっているんですか。

 〈荒木〉  お金は、皆さんから大概の分はいただいて
おります。

 〈宮口〉  イベントごとに協力を募るんですか。

 〈荒木〉  そうです。協力というか、参加している皆さ
んからお金をいただいております。このほかにまだ
説明していなかったんですけど、24時間やりっぱな
しソフトボールもしたし、金を稼ぐために結婚式プ
ロデュースも何回かやりまして、これで100万円ばか
り稼ぎました。

 〈宮口〉  なかなかしっかりしていますね。ありがと
うございました。
　それでは最後になりましたけれども、一般社団法
人なかわり生姜山農園の皆さん、よろしくお願いし
たいと思います。
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鹿児島県西之表市｜一般社団法人 なかわり生姜山農園

「生姜づくり」で「地域づくり」
～休校・休耕地利用による地域再生事業～

理事　遠藤　裕未

 〈遠藤〉  みなさま、改めましてこんにちは。
　ご紹介いただきました「一般社団法人 なかわり生
姜山農園」の遠藤と申します。
　まず、私たちは、種子島で活動しておりますが、種
子島は鹿児島県内の有人離島では、奄美大島に次い
で 2 番目に人口の多い島です。種子島は種の形をし
ているんですけれども、その上半分といいますか、そ
こが西之表市です。その市の一番南部にあります、小
学校区でいう中

な か

割
わ り

校区という地域がありまして、そ
ちらで活動を始めております。
　こちらにありますとおり、私自身は平成22年の 9
月から地域おこし協力隊として、この種子島に住み
始めました。もともと18歳まで種子島におりまして、
その後、15年は関東を中心に仕事をしておりまして、
種子島にＵターンしたいという思いを持って、地域
おこし協力隊をきっかけに引っ越してきたところで
す。ただ、私の場合は既に両親、兄弟ともに埼玉に
引っ越しをしておりまして、なぜか私だけが種子島
に戻ったという状況になっています。

　最初は、中割の地域ではなくて、もともとありまし
たコミュニティ活動を行っていた 3 地域で活動をし
ておりました。このもともとの母体があったところ
の活動を行いながら、この中割校区の校区長さんか
ら、「自分たちが休校している小学校でもう10年近く
毎年交流大会を行っているんだけれども、それを盛

り上げてくれないか」という相談が、地域おこし協力
隊に寄せられたことがきっかけで、この中割校区に
かかわるようになります。先ほど皆さん、人口につい
ておっしゃっていましたが、こちらの校区も、昭和31
年には800人以上がいましたが、現在最新の数字では
107人に減っております。そして、構成自体も55歳以
上が70％近いといった校区です。
　こちらが、鴻之峰ふるさと交流大会という、落花生
の収穫体験をして、その後、グランドゴルフを地区の
みんなと行うという大会です。実は、私はこの校区長
からの相談の際に、初めてこの中割校区に足を踏み
入れたんですけれども、そのときに学校の目の前に
あった公民館で、このバス停の表示を見ました。ここ
で、生姜山という集落が実はこの校区に存在するこ
とを知りました。
　その段階で、ただ単発的にイベントを盛り上げる
のではなくて、この中割校区全体で何か取り組みを
することで、必然的に 1 年に 1 回のイベントも盛り
上がっていくのではないかということで、この生姜
山集落の名前を生かした取り組みをしてみませんか
と持ちかけます。もちろんそれは生姜づくりが軸に
なります。生姜というのは健康野菜ということでた
いへん注目されておりますので、健康づくりに取り
組む地域、そういった両面を打ち出して、ぜひ取り組
みませんかということで、当時の区長さん、区長代理
さんなどの役員の方たちと話をして、じゃあ試しに
ほんとうにここで生姜ができるのかやってみようと
いうことで、この耕作放棄地をお借りし、このとき何
となく集まった少人数で、なかわり生姜山農園がス
タートしました。
　名前を決めるという段階になりまして、地域おこ
し協力隊員として一緒に入っておりましたデザイ
ナーの新

し ん

畑
ば た

さんという方が、こういったデザインを
つくってくれて、名前も決めてくれました。皆さん
に、「こういった名前でどうですか」という提案をす
ると、「『農園』というのは何か田舎っぽくてださいん
じゃないか」とか、「いや、田舎だからそれを生かした
ほうがいいんですよ」といったやりとりをしながら、
この名前でスタートをしたところです。
　まず最初は、地域の人たちがほんとうに高齢者な
ので、耕作放棄地を耕すところから生姜づくりをや
るのはすごく負担が大きいなと思いまして、市街地
の住民たちに協力を呼びかけることにしました。農
園サポーターとして、年間参加費1,000円で参加者を
募りまして、初年度は30名ぐらいの方が、土づくりか
ら、植えつけ、途中の草取り、収穫イベント等にかか
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わっていただきました。
　その後、大きく転換しましたのが、畑はあったんで
すが活動拠点がなかったので、総務省の過疎地域等
自立活性化推進事業に応募をしまして、休校中の小
学校を拠点とした再生事業を進めることができまし
た。それまで何も使われてなかった校舎を学びの場
として復活させてイベントも行い、地区の住民だけ
でなく、ほかの地域の方たちも数多く参加してくれ
ています。
　そして、有志団体という実行委員会から法人格を
取得し、現在、平成24年から一般社団法人なかわり生
姜山農園として活動を開始したところです。
　こういった活動を継続していくにあたり、集落の
人たちだけですと、生姜の苗の確保ですとかそう
いったところもたいへん難しいので、オーナー制に
しまして、「マイジンジャープロジェクト」の実施、そ
して校区民に関わってもらうために、70歳以上の方
が気軽に作業に来られるようなボランティアバイト
の仕組みをつくり募集しました。皆さん、仕事よりも
終わった後のお茶飲みを楽しみに来られています。
　あと、島野菜の宅配事業を始めたんですけれども、
なかなか皆さん、自分のつくった野菜をほかの人に
送るのはちょっと恥ずかしいという方が多いんで
す。うちにはたくさんお裾分けで持ってきてくれる
んですけど、じゃあ、おばあちゃん、次何曜日に宅配
があるから持って来てよというと、「いや、しょうし
か（恥ずかしか）」と言うんですね。そういうことで
今、野菜を集めるのに苦戦しているところです。
　あとは、ローカルメディアということで、鹿児島県
内のテレビ・ラジオ等で取り上げていただいて、島
の外の方たちから地域のおばあちゃん、おじいちゃ
んたちに「頑張っているね」という声が届くように
なっていまして、それがまた皆さんのやる気を刺激

しているんじゃないかなと思います。また、東京都内
への商品の出荷と言いますか、幾つかコラボ企画を
行いまして、生姜山のクリームプリンというのを去
年の冬に出させていただきました。右側に見えます
のが、私たちが初めて商品化をしました、隣の地域で
つくられている種子島産の紅茶と私たちの生姜とで
生姜紅茶をつくって、商品化に成功しました。そう
いったものを鹿児島県内の本土のデパートに物産展
のような形でお出ししたり、市内のフェスなどに出
させていただいています。
　現在、法人化されてからまだ 1 年ちょっとという
ことで、まだまだ集落の人たちの中でも周知がされ
ていない部分があるので、県のサポートをいただき
ながらこのような会議を行いまして、課題を共有し
ながら前に進んでいるという状態です。そういった
状態で、今回この賞をいただけたので、途中でくじけ
ないように頑張って続けないとなといったところを
最近認識しております。
　以上、少しオーバーしましたが、なかわり生姜山農
園の報告でした。

 〈宮口〉  どうもありがとうございました。いかがで
しょう。何か単純なご質問はありませんか。それで
は、後ほどまた意見交換をしていただきましょう。
　これで 5 つの発表が終わりました。時間のご協力、
ありがとうございました。

― 舞台転換 ―

 〈宮口〉  5 人の方、どうぞ前にお座りください。
　今日は、この島以外からどのぐらい来ておられる
のかな。島以外から来ておられる方、ちょっと手を挙
げてください。結構おられますね。遠路ご苦労さまで
す。今日はあまり船も揺れなくてよかったです。市町
村の職員の方が多いと思いますけれども、ここまで
来たからには質問なり意見なり、ぜひ積極的に参加
をしていただきたいと思います。
　今、 5 人に並んでいただきました。それぞれのご
発表に対して、ここのところをもう少し聞かせてほ
しいとか、この辺はどうなっているんですかという
ことをどんどん会場から出していただきたいと思い
ます。これは市町村職員は義務だと思ってください。

（笑）
　どうですか。はい、よろしくお願いします。

 〈質問者〉  ありがとうございました。島根県から参
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りました。
　あいポート仙田の長谷川さんにご質問です。時間
が足りなくて十分お話できなかったかと思うんです
けど、ボランティアではない株式会社ということで
したが、資料を拝見いたしますと、資金面、人材面で
はかなり厳しいということも記載してあります。そ
の辺について、現状の資金面の状況ですとか、今後の
展望というところについて、お話をお聞かせいただ
けたらと思います。よろしくお願いします。

 〈宮口〉  はい。売り上げが幾らとかいろいろありま
したけど、どういうふうにお金をもらって、どういう
ふうに仕事をしているのかということでしょうかね。

 〈長谷川〉  先ほども申しましたように、当初から株
式会社にしようということで立ち上げております。
多種多様の業務が考えられたんですが、そのほかに、
先ほどは申さなかったんですけれども、今まで我々
のグループみたいなものは、例えば、みんなが、昼間
は違う商売をやっていて夜に集まる、そういうグ
ループ活動の延長のようなものが主体だと思うんで
す。しかし、我々の会社というのは、さっき各集落か
らも質問が多かったというように、会社の最後の姿
は倒産ですから、自分たちで自分の業務に責任を
持って退路を切ってしまうという、実は自分たちへ
の決意のあかしでもございます。そういうことで、会
社にしたわけでございますけれども。
　それで今の業務は、当初、設立から 2 年までは主に
農作業が主体でしたので、売上高が2,800万円ぐらい
しかございませんでした。しかも、農業ですので…。

 〈宮口〉  農業主体の売り上げというのは、耕作料を
もらうのですか。

 〈長谷川〉  はい。先ほど言ったように、集積が目的で
はないので、自分たちの水田というのは 3 町歩ぐら
いしかなくて、米を売る分の収益というのは、実は今
でも400万円ぐらいしかございません。あとの1,000
万円ぐらいはダウンした農家からの農作業の請け負
いを主体に今はやっております。したがいまして、農
家というのは、春と秋しか収入がございませんので、
当初 2 年間は非常に資金的には苦しい状況でござい
ました。
　昨年 7 月にオープンした店舗では、 3 月いっぱい
で1,600万円ほど売り上げさせてもらいました。この
店舗というのは、私どもの買い物難民の解消のため

にやったんですけれども、意外にいいのが、日銭にな
る、毎日毎日お金が入ってくることで、会社としての
資金繰りは非常に楽になりました。
　そのほか、私どものように農業生産法人の認可を
もらって起業して会社をつくると、比較的あちこち
から補助金があるんですよ。そういうのをものすご
く使いまして、昨年あたりは補助金漬けのように
なっておりました。これは起業してから 3 年ぐらい
で全てなくなってしまいます。それから今の制度は、
株式会社という民間については、ほとんど補助金の
対象になりません。これが私どもの今後の課題で、店
舗だとか農作業について、これからさらに無駄を省
いて効率を上げながら経営していかないと、補助金
分をカバーできなくなるのではないかと考えており
ます。参考までに言いますと、昨年一年間の補助金の
合計が700万円でございました。
　それから、私ども県の方によく相談するんですけ
ど、補助金は非常に有効だと思うんですが、うちの地
区にある農業生産法人などで補助金を受けるための
準備などができないところは、なかなか資金的に苦
しいんです。だからそういう人材をいかに確保する
かというのは、私ども地区全体の農業生産法人の課
題となっております。
　うちのほうの資金繰りは、今、4,300幾らの売り上
げだったんですけれども、昨年はおかげさまで初め
て黒字が66万円ほど出まして、今日来ている 3 人で
万歳をしたところです。今年も何とか今のところは、
とんとんかなというところです。

 〈宮口〉  お年寄りの家の屋根雪おろしも一応有償で
やっておられるんですよね。

 〈長谷川〉  そうです。
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　私ども 3 年連続で 3 メートル50センチメートルの
積雪を見ておりまして、毎年毎年、豪雪の災害救助法
が発令されております。そのたびに私どもは出動し
ています。今、高齢者世帯を中心に20件の契約をして
おりまして、今シーズンの屋根の除雪代が170万円ほ
どでございました。私ども、雪のために冬に農業が全
くできないものですから、会社としてはこれが非常
に有効な資金源となっておりますし、また、高齢者世
帯には非常に感謝をされているところです。今、現実
には、もうちょっと需要があるんですけれども、会社
の体制としまして、雪の状況で作業員を確保できな
いものですから、今も20件以上の需要はあるんです
けど、これ以上増やせないというのが今のところの
課題です。
　当初の集落の説明会で除雪もしたいという説明を
したところ、地区の高齢者の方から、絶対にボラン
ティアはやめてくれと言われたんです。金を取って
ほしいと。新潟県でもボランティア組織で屋根の除
雪をする部隊が存在するんですが、ほとんど皆さん
が利用しません。今の高齢者というのはお金はある
けれども、新潟県は非常に人情豊かで、ボランティア
というのは申し訳ないという思いが先立つんです。
そういう観点で、私どもが集落を回ったところ、普通
の料金を取ってくれ、そのかわり、除雪だけはしても
らいたいという意見が強かったところです。以上です。

 〈宮口〉  ありがとうございました。よろしいでしょ
うか。
　ほかにいかがでしょうか、はい。

 〈質問者〉  香川県から参りました。
　江津市さんに 2 点ほどお伺いしたいのですが、
2010年からのビジネスプランコンテストへの応募者
数の推移を見ていますと、だんだん減っていますね。
このあたりをどう見ておられるのかというのが 1
点。それから、プランのクオリティについてどういう
ふうにお感じになられているのか、そのあたりを教
えていただければと思います。

 〈中川〉  2012年から10人台になった理由なんです
が、この年から資金計画書をコンテストの書類に追
加いたしました。その結果、件数は減ったのですが、
今おっしゃったクオリティが上がって、非常におも
しろい内容、それから実現の可能性の高いビジネス
プランが出てきております。
　それと、減った理由なんですが、一番最後の資料で

ご紹介しましたように、私ども江津市だけではなく
て、ほかの自治体さんや金融機関さん、大学など、い
ろいろ地域でコンテストとか創業塾を始められまし
たので、そういった意味でも人数が減ってきたのか
なと考えております。以上です。

 〈質問者〉  ありがとうございます。

 〈宮口〉  要するに、申請の条件が厳しくなった分、
減ったけれども、中身はレベルアップしているとい
うことですね。こういうものは最初はたくさん応募
しますよね。ありがとうございました。江津市さんの
場合は、普通の企業誘致ではなくて、ソーシャルビジ
ネスというか、過疎地域で支え合うようなビジネス
モデルというのを設定されたところがすごいなと思
いますね。
　ほかにいかがでしょうか。今日は、過疎懇（過疎問
題懇談会）の委員もそこに何人か来ておられますけ
ど、大豊町長、 5 つ見られて感想なり質問なりをお
願いできませんか。高知県の大豊町長の岩﨑さんで
す。

 〈岩﨑 憲郎（大豊町長）〉  失礼をいたします。大豊町
長の岩﨑です。
　それぞれにすばらしい取り組みでして、感心しま
した。その取り組みと同時に、それを支える地域それ
ぞれにすばらしいコミュニティがあるんだなという
ことを感じまして、ほんとうに参考になりました。あ
りがとうございました。

 〈宮口〉  どうもありがとうございました。
　同じく、過疎問題懇談会の安藤さん、どうぞ。
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 〈安藤 周治（過疎問題懇談会委員）〉  長谷川さんに
引き続きなんですが、小売店舗での収益でも 2 割し
かないでしょうから、非常に厳しいですよね。そうい
う意味では、専従職員を置くというのはなかなか大
変ということもひとつ思います。また同じように、こ
れからの集落を考えていくうえでは、住民自治組織、
全員参加の組織ともうひとつプロパー、専門的な事
業をやる団体の存在が大事になりますが、その財源
を考えていくと、ひとつの可能性として、施設等の指
定管理者になっていくことがあると思います。そう
いう意味では、今度、道の駅の指定管理を受けられる
というので、少し安定した財政が読めると。集落を、
運営ではなく、経営していく団体をつくっていくと
いうのが、これからのひとつのスタイルになるので
はないかと思います。
　あいポートさんのこれからの取り組みの中で、安
定経営の中のひとつは指定管理じゃないかなと思い
ます。それに近いものをこれから探ることができれ
ば、もっと各地区で同じような地域課題を解決しな
がら、ＪＡにかわる、あるいは小売店舗にかわる、あ
るいはガソリンスタンドの業務をやっていくという
ように多機能になって、生活そのものが安定してい
くのではないかなという思いを持っています。

 〈宮口〉  ありがとうございました。
　長谷川さん、何かコメントを。

 〈長谷川〉  今のご指摘のとおり、昨年、道の駅・瀬
せ

替
が

えの郷
さ と

せんだの指定管理者になりまして、その次の
段階として、そこで私どもが店舗を開店したわけで
す。
　しかしながら、今ほどのご指摘のとおりなんです
けれども、将来的に見ると、私どもが今やっている会
社の活動のような地域の世話役、マネジメント法人
というのは、ほとんどの業務が金にならないことば
かりです。ですから私は、こういうような過疎地、高
齢地、山間地を地区や集落で維持していくというの
は、到底至難のわざじゃないかと思います。国や県に
制度化してもらって、過疎債や半島振興、それから離
島振興的な法律で有効に機能させられないかという
のが私どもが持っている切なる要望なんです。
　今までは、行政は例えば、高齢者の一人ひとりにこ
ういうような支援をしますよと、対一人に支援をす
るやり方だったと思うのですが、そうではなくて、こ
れからはその地域の世話役をする組織に支援する、
その組織が各住民一人ひとりと対話をしていくとい

うやり方をしないと、これからは行政もますますス
リムにならなければならないはずですので、そうい
うことがこれから求められるのではないかと考えて
おります。

 〈宮口〉  ありがとうございました。
　今日も、新たな公という言葉を使われていました
けれども、今やっておられるようなことは、本来なら
昔は村役場があって、それがやっていたことでもあ
るわけです。合併して大きな市になって、なかなか手
が回らない。市の行政もスリム化しなければいけな
いんですけれども、こういう組織が各地区に生まれ
て、市がうまくそこに仕事を委託することによって、
役所が全部面倒をみるよりは、おそらくずっといい
形で物事が回っていくような気がしますね。
　そこにはもちろんコミュニティというものがあっ
て、単に経済的な契約関係ではない人の動かし方の
ようなものがある。しかも、働く人が生きがいを持っ
てやってくれれば、もっといいわけですよね。地域の
ためになっているんだとか、人のためになっている
んだということを感じながら回っていくようなこと
が、私は過疎地域の大きな方向として必要なのでは
ないかなと、あいポートさんのやっておられること
を見て、感じております。地区のマネジメント法人と
いう言葉を使われていますけれども、そういうこと
が当たり前になっていく必要があるのだろうと思い
ますね。
　ほかに、いかがでしょうか。一番前の方。生姜山農
園の方でしょうか。

 〈南（なかわり生姜山農園 代表）〉  西之表市から来
た南です。会津の山都そばのことで、ちょっとお尋ね
ですけれども、これだけ需要に対して供給するだけ
のそば畑の面積をどのように確保されているのか、
お聞かせ願いたいと思います。

 〈鈴木〉  これはあくまでも推測でしかないんですけ
ど、玄そばというのは 1 俵 2 俵と数えます。 1 俵が
45キロなんですけど、山都町の中で消費される玄そ
ばは、だいたい1,500トン前後ではないかなと私は推
測しています。そうすると、町の中でつくったやつだ
けでは足りません。ですから当然、周辺の町村から仕
入れないといけないと思います。
　もうひとつ、私も実は、そばを売ることをなりわい
としておりまして、私のところでも、原発の問題で
ちょっと今苦戦しているんですけれども、それでも
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2,000俵から2,500俵くらいは取り扱います。最終加工
地は山都になりますから、ほんとうは山都そばで
売って構わないんですよね。ところが、それをやって
しまうと後ろめたい。ですから私は会津全体にネッ
トワークをつくりまして、山都の部分には私は一切
手をつけておりません。山都の部分は山都の人が使
えばいいと。私は周辺の町村に畑を借りて、そこの方
に耕していただいて、刈り取り適期になったという
ところで、今、刈り取りをやっております。
　そば栽培の中で一番リスクを負うのは刈り取りの
部分なんですよね。いかんせんコンバインが高いん
です。これを上手に使って加工して売っていく。今、
町の中のおそば屋さんの分と、私どものように外に
向かって販売していく分と、幾つかに分かれてきま
した。私は、会津産、会津のそばということで、今、首
都圏を初め、そば屋さんに売る仕事をしています。で
すから、面積は山都はもう100ヘクタール以上増えま
せん。耕作放棄地はほとんどありません。みんな畑に
起こしました。そこでそばをつくっております。

 〈南（なかわり生姜山農園 代表）〉  どうもありがと
うございます。農作物は全て連作障害というのが
あって、面積が大変だと思ったんです。どうもありが
とうございました。

 〈宮口〉  鈴木さんは、そばを売る仕事をされている
んですか。そばの流通というか。

 〈鈴木〉  はい。自分のところで生産をして、足りない
部分は仕入れて、先ほども画面にも出てきました雪
室で保管をして、一年間を通してそば屋さんに供給
するという仕事をしております。この仕事は、農業生
産法人を 4 年ほど前に立ち上げて、会社組織でやっ

ております。

 〈宮口〉  そうなんですか。
　もうひと方、手が挙がっていましたね。ああ、だい
ぶ手が挙がり出しましたね。前の方から。

 〈質問者〉  福島県喜多方市から来ました。
　あいポートさんに質問させていただきたいと思い
ます。先ほどお話の中で、委託を受けている分で
1,000万円程度の売り上げがあるということだった
んですけれども、お教えいただける範囲で、その委託
分というのはどういった基準、例えば、何アール当た
り幾らという形になっているのかというところをひ
とつ教えていただきたいと。
　あと十日町市さんですと、地域おこし協力隊とい
うのがぱっと思い浮かぶんですけれども、昨日の全
体会でも、 3 年経ってからどうするかというところ
が重要だとおっしゃっていました。そういったとこ
ろで、協力隊さんとのかかわりなどを教えていただ
ければと思います。お願いします。

 〈長谷川〉  まず、農作業の部分なんですけれども、私
ども当初は説明会のときに多くの方に、会社を立ち
上げるので、できるだけ皆さんから田んぼを出して
もらって、私どもと利用権設定、いわゆる農業委員会
に届け出をする小作権契約をしてもらいたいという
説明に回ったのですが、 1 、 2 年したら、それでは
会社の経営がうまくいかないというのがよくわかり
ました。なぜかというと、私どもは非常に山間地の、
この写真にあるような田んぼでございますので、例
えば、水張り面積が 1 反歩だと、それについて草刈り
面積が 2 反歩ついてくる田んぼばかりなんです。料
金設定をしてしまうと、田んぼからとれる米でしか
収穫がないわけですので、その余計についてくる 2
反歩の草刈りというのは、全く金にならないんです。
それで方針を変更しまして、今は、いわゆる農作業の
受託を主体にしておりまして、そうすれば、自分たち
の会社の名前で米は売れませんけれども、田植えを
やれば、その人から田植えの料金をもらえるし、草刈
りをやれば草刈りの料金をいただけることで、一年
中、何らかの農業収入が見込めるわけです。したがい
まして、私ども今、高齢者の方が、うちの田んぼも頼
むというと、何とかかんとか理屈をこねて、作業受託
の契約をするように勧めているのが現実です。
　作業料金のほうは、私ども仙田地区は十日町市の
川西地域というところにあるのですが、川西地域で
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だいたいの標準料金というのを農業委員会で定めて
しまうんです。その料金は平場地区を基準にしてい
ますので、我々は委託をする田んぼの条件だとか、い
ろんなことを考えて、それをプラスマイナスをしな
がら会社としての料金を決めさせてもらっております。
　それから、地域おこし協力隊です。十日町市は当初
からかなり採用しておりまして、私ども仙田地区に
も実は当初 2 人の採用がありまして、配置されまし
た。しかしながら、一人はちょっと事情があっておう
ちに帰られまして、一人は、昨日の事例発表でもあっ
たのですが、ちょっとミスマッチなところがござい
まして、退任後の新たな隊員は、現在は配置されてお
りません。しかしながら、ほかの地区では地域おこし
協力隊のおかげで非常に活性化しているところもあ
りますので、表現があれなんですが、うまくいってい
るところが半分、ちょっとミスマッチ的なものが半
分ぐらいというのが現状ではなかろうかと思いま
す。十日町市全体としては、これまで30人程度配置し
ているはずです。非常にうまくいっているところの
ひとつかと思っております。
　悪い例で申し訳ないんですけれども、私どもが最
初にミスマッチだったのは、地域おこし協力隊の方
はずっと都会で働いてきて全て都会の知識だから、
山間地は私の言うことを聞けという、そういう上か
ら目線で入ってしまったんです。それで、地域のほう
といろいろ摩擦がありまして、あまりいい例じゃな
かったかなということでした。

 〈宮口〉  ありがとうございます。上のほうでも手が
挙がっていましたね。はい。

 〈質問者〉  皆さん、今日はありがとうございます。
私、島から発言者として発言します。

　私は実は 4 年前にＵターンしてきました。それで、
江津市の方に質問があるんですけれども、江津市の
定住対策事業で、働き場がないなら働き場をつくり
出すことができる人材を誘致できないかと。よくこ
こまで踏み込んだと私は敬意を表したいと思いま
す。行政は働き場ということで、いろいろ考えると思
います。それがないのだったら人を誘致しようと。私
は、現在の島におけるテーマもまさしく同じじゃな
いかと思っています。
　私ちょうどこの歳になって、親の介護で帰らなく
てはいけないと、Ｕターンしなければならないと。で
も、島に帰ったら何をするの、働くところは何もない
じゃないかと、まだまだ俺は元気だよと。そういうと
きに、50代であるものを考え始めました。これで食
うんだと、年金以外にこれをつくって俺は余裕ある
生活をしようかなということを考えたんです。それ
で、今、邁進しておりますけれども…。

 〈宮口〉  どんなことをやっておられるの。

 〈質問者〉  特許を取りまして。横浜、東京湾で開発し
たものです。
　仕事場だけに限定せずに、人材、人間が大事なんだ
と、そこまで行政が踏み込んだ。どなたがそれに踏み
込んだのかというのをまずお聞きします。それと、ビ
ジネスプランで入賞者が数名出ていますけど、もう
数年経っていると思います。最初の100万円というの
はいいと思うんですけれども、その後の数年間にわ
たるその人たちのサポートについてどうされている
のかを聞きたいと思います。

 〈宮口〉  先ほども話は少しあったと思いますが、お
答えください。

 〈中川〉  まず、踏み込んだのは私でございます。空き
家事業から始めて、長年定住対策をずっとやってお
りまして知ったんですが、実は、江津市にも50歳で福
岡市からＩターンされた古野さんという方がおられ
ます。この方が地元に眠れる資源、桑畑に着目して、
桑茶生産組合という会社を立ち上げられました。現
在、売り上げは 3 億2,000万円ぐらいで、雇用が50人
ぐらい生まれているのですが、まさにこういった事
例を通して、人だなと、そういったキャリアやいろん
なスキルを持った方をターゲットにしていこうとい
うのが、そもそもでございました。
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 〈宮口〉  今の話がどんな感じで市の上のほうへ通っ
ていったのか、その辺をお願いします。苦労はなかっ
たんですか。

 〈中川〉  まず、総務省の過疎の交付金の1,000万円を
取りにいきまして、採択になりまして、10分の10補
助というありがたい1,000万円をいただきました。あ
とは、行政の場合は比較的スムーズにスタートいた
します。ただ、市長が、ソーシャルビジネスが何かわ
からないというところからスタートいたしまして、
議会も含めて、その説明に苦戦をいたしました。
　創業支援なんですが、こちらのパワーポイントの
平下さんの例でご紹介しております。24シート目で
す。もちろん、受賞後のフォローアップというのが重
要でして、こういった補助金の制度の紹介をします。
それから何といっても、てごねっと石見というＮＰ
Ｏ組織が、ずっとこういった創業した人をサポート
します。受け皿があるということです。この事業をス
タートするときに、そういう創業を支援する組織が
ないと単発でやってもだめですよと、アドバイザー
の先生から教えていただきました。コンテストだけ
やっても一過性で終わる、行政も含めてそれをずっ
とサポートする組織が必要だ、そういう組織が寄り
添いながらということが重要だということを認識し
ておりますので、そういったサポーターがいるとい
うのが強みだろうと思います。

 〈宮口〉  ありがとうございました。
　最初に大賞をもらった人が、今、ＮＰＯを運営して
いるそうですが、そこにはどういう形でお金が流れ
るのですか。

 〈中川〉  実は、ほとんどが市や県からの補助金で成

り立っておりまして、今回のこういったビジネスコ
ンテストの事業なども、江津市のほうからてごねっ
とへ委託する形でやっております。それ以外に、てご
ねっとの事業紹介にあった数項目、例えば、ロボット
の教室とかふるさと教育のプログラム化、こういっ
たのも行政のほうからの委託ということで、ほとん
ど委託事業です。

 〈宮口〉  大賞受賞者が、行政の手足になって動いて
くれるという面もあるということです。ありがとう
ございました。
　だいぶ時間が迫ってまいりました。もう一人、誰か
ご質問ないですかね。よろしいですか。
　それでは、そろそろまとめさせていただきたいと
思います。
　今日は 5 つの団体の方に発表をいただきました。
それぞれタイプが違います。今、江津市さんのほう
で、過疎地域活性化の交付金の話が出てまいりまし
たけれども、あれは1,000万円ただもらいですから、
ぜひ、皆さん、応募してください。なかわり生姜山農
園もそれをうまく活用されて、加工所の整備をされ
ています。今、総務省過疎対策室は、集落を支援する
ような事業、あるいはこのようなソフトの交付金事
業にかなり力を入れておりますので、ぜひ、応募をし
ていただきたい。選ぶほうが、数が多くて悲鳴を上げ
るぐらいに今年はあったようですけれども、ぜひお
願いしたいと思います。
　今日、まず、あいポート仙田さんに話をしていただ
きました。「あい」が平仮名で「ポート」が片仮名で「仙
田」が漢字というのも、なかなかセンスがいいですよ
ね。最後のなかわり生姜山も平仮名と漢字のバラン
ス、なかなかいいです。こういうようなことも、世の
中に受け入れられる大きな理由になっていると思い
ます。
　あいポート仙田さんは、私は視察に行ったのです
が、一番感心したのは、高齢者が田舎にいるのは高齢
者が住みやすいからだ、高齢者がちゃんと生きがい
を持って農業をしていくということをサポートしよ
うということで、あとはいつでも引き受けるから安
心してやってね、というのが非常にすばらしいなと
思いました。そして今、社員にちゃんと給料を払って
おられるわけで、頑張っておられるなと思います。
　それから、江津市は先ほども申し上げましたけれ
ども、これ昨日の養父さんの基調講演にもありまし
たね。企業誘致ではなくて、人材誘致の時代だと。地
域の人は固定観念があり過ぎて、全く奇抜なことを
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なかなか考えられないんです。そういうことを考え
てくれる人間が世の中にいっぱいいるわけです。私
は、「一集落一カフェ論」というのを十何年前から唱
えております。50軒も家があったら、誰かが簡単な
カフェをやって、人が集まる場所をつくりなさいよ
と。学校が廃校になって机や椅子がいっぱい余って
いるからもらってきて、世話好きなおばちゃんがや
ればいいんじゃないのということをずっと言ってい
ます。今日も江津では、カフェとかバールというのが
たくさん出てきました。そういうことは、世の中に必
要なんですよね。外から来て簡単にやれることがた
くさんあることです。ソーシャルビジネスというの
がキーワードになっていました。
　山都そばは、そばとしてレベルのたいへん高いも
のが地元にあって、これをできるだけ多くの人に味
わってもらおうと、30年も続けておられる。しかも、
高校生に何とかそばを継承してもらいたいというこ
とでした。あれ、感じがよかったです。高校生はそば
を打つのはおもしろいかもしれませんが、食べるの
はどうですか。

 〈鈴木〉  結構好きです。食べます。

 〈宮口〉  今、日本はそばブームですからね。
　そばというのは、みんなちょっとずつ味が違って、
車で20キロメートルぐらい平気で走って食べに行
く、そういう店が今いっぱいできていますよね。福島
や山形へ行きますと、農家が、そば屋とはわからない
構えでそば屋をやっているというのが結構ありま
す。あれはほんとうにすばらしい文化だと思います。
本来、そんなに外でお金を使わない農村地帯なのに、
そばだけはお金を使う雰囲気がありますよね。味の
レベルも高いです。長年頑張っていらっしゃいます
けれども、ぜひ、続けていただきたいなと思います。
　それから、新上五島町のふるさと塾も、もう27年
で、30年が目前だということです。時代に合わせて
まちを耕すという発言を今日されましたけれども、
ほんとうに多くの行事を背負って頑張ってやってお
られますね。今日、見ただけでもすごいなと思いました。
　それから、なかわり生姜山農園、ここにもお邪魔し
たんですけれども、800人いたところに今、100人余
りしかいない。西之表市の中でも一番厳しい、山がち
なところです。そこで生姜山という地名に、地域おこ
し協力隊で入られた遠藤さんが目をつけて、地域と
縁ができた。これは、他人の目です。地元の人の発想
では思い浮かばない。私も実は生姜の愛好者で、石原

先生というお医者さんが、生姜健康法ということで、
朝は生姜紅茶だけを飲めばいいとか言っておられま
す。縁があって、実際に来てもらったんでしょう。

 〈遠藤〉  石原先生のご先祖が種子島の御
ご

殿
て ん

医
い

だった
ということで、今も一年に 1 回来て、講演等をしてく
ださっております。

 〈宮口〉  そういうわけで、生姜紅茶というものも製
品化されて、そこで地区のお年寄りが、先ほどボラン
ティアバイトという言葉を使っておられましたが、
一緒に作業しながらお小遣いをもらって、お茶を飲
んで語り合う。
　昨日も私、全体会パネルディスカッションで申し
上げました。
　過疎地は頭数は減るわけです。だけど、人間同士が
そこで濃い、温かい関係を結ぶ、絆をちゃんと育てて
いくということで、数では計算できないパワーとい
うものが生まれてくるということが、過疎地域が生
きていく原理だと思います。そのためには、内輪の人
だけではなかなかパワーが生まれない。外の人の力
というのがものすごく大事になってくる。いい指摘
をしてくれたり、たまに上から目線で、田舎は遅れて
いるから俺たちが指導するなんていうのが都会から
来たりすることはあるのかもしれませんけど、そう
いう人間はあまり力にはならないということです。
地域の人が地域で生きるわざがあって、それをうま
くシステム化するとか、支えていくことが大事なん
ではないかなと受けとめたいと思います。
　ちょっと 5 分ぐらい超過しましたけれども、皆さ
ん、お昼を急いで食べていただいて、午後の視察にま
たお出かけください。今朝、佐世保では大雨だったで
すけれども、幸いすばらしい天気になったのではな
いかと思います。
　それでは、パネリストの皆さん、どうもありがとう
ございました。
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